2011.8.21作成　事務局

新エコパートナーくまもと　2011年第２回理事会　議事録

＜参加＞中村　西原　岩佐　間　茂長　佐藤　岩佐康弘

日時：8月19日(金)　19:00〜25:00　場所：熊本市新大江1-19-2【Café.　Soul fix’n】
***********************************************

大きな方向性として、以下の点が共有されました。

１）理事会を定例化し、理事はそれぞれが力を出し合い、責任を果たす事。

２）「新エコパートナーくまもと」存続のためには、事業を実施し、会員を獲得することが

　　現在の最重要課題であるとの認識で、事業の実施しやすいシステムにもっていくこと。

３）9月までに市民恊働部会とE部会の事業計画、予算をとりまとめること。

４）会員申し込み締め切りの期限である10月に全体の予算規模が見えてくるので、その段

　　階で今年度予算を洗い直し、部費と全体予算との関係等を12月までには話し合うこと。

５）将来的には事務所と事務局を設置する方向を検討すること。

以下、議題にそって話し合われ、確認されたことを記します。

＜報告事項＞

１）　市環境フェア報告　（西原）　　　　＜資料１　準備/後藤＞

　　　　①企画内容の報告　

　　　　②８月29日（月）第１回準備会出席者の決定　　

　　　　　　　・準備会参加は中村さん、岩佐さん。

　　　　　　　・中村さんが西尾さんに会議参加者の名前を８月26日までに知らせる。

　　　　③環境フェア当日参加スタッフ　

　　　　　　　・30名の予定。弁当代を支給するので、名簿を提出すること。

　　　　　　　・搬入用車の駐車場からスタッフをピストン輸送する車が必要なので、中村さんのワゴ

　　　　　　　　ンをお願いする。

　　　　④予算　　

　　　　　　　・弁当代　一日500円×30人×２日＝30,000円

　　　　　　　・水と緑　竹細工への材料費　　　　　　　　10,000円

　　　　　　　全体予算となるのか、部局予算となるのか、収益はどう処理するのかは今後検討。

　
２）　県補助金＆エコライフフェア（１２/１０・１１）報告　（西原　茂長　間）　＜資料２　準備/西原＞

　　　　①申請企画内容の報告

　　　　　　　・事業費総額　885,500円　（内申請補助金総額　590,320円　約25万の自己資金）

　　　　　　　・申請している事業内容

　　　　　　　　　A, 省エネ診断事業（３事業者を訪問し診断）……………………………292,500円

　　　　　　　　　B. 太陽光発電とLED照明の普及事業（エコライフフェアのみ）………140,000円

            C. 適切なプロパンガス処理の拡大啓発事業（エコライフフェアのみ）…140,000円　

            D. 生ごみダンボールコンポスト基材の地産池消のモニター調査………285,000円

            E. 米を混ぜたプラスティック製品の啓発（エコライフフェアのみ）　……….28,000円　

　　　　②今後のスケジュール（プレゼン他）
   　　　　　　・９月２日のプレゼンは西原さんがおこなう。

　　　　③県の補助金がとれなかった時のこと
           ・生ごみ基材のモニターは市民恊働部会の予算で縮小して行うことなど、市民恊働

　　　　　　　　 部会の会議をもって検討する。

　　　　④エコライフフェアへの出展に関して

　　　　　　　　・後援（？）として新エコパの名前はでるとの連絡が入っている。（グランメッセから５０部郵送されてる）

　　　　　　　　・企業ブースに市の補助金を使って「技術展」として出展。

    　　　　　・参加費の安い団体ブースは、主催団体の一つである温対センターとの調整を行っ

　　　　　　　　　たうえで返答がある

　　　　　　　　・全体事業なので、市民恊働部会で参加したい企画があれば参加できる。

３）　ホームページ改編の進捗状況と予算

　　　　　　　　・予算は維持管理費、改編料を含め、これまでとほぼ同額の140,000円

　　　　　　　　・中村さんが担当となり12月までには改編してしまう。

　　　　　　　　・変更の必要のある部分に気がついたら、中村さんにメールで知らせる。メールが環

　　　　　　　　　境企画課に行くようになっているなど、変更の必要な箇所が隠れている。

　　　　　　　　・トップに参加団体や企業のバーナーは張るが、その基準は意見がいくつかあり、検

　　　　　　　　　討が必要。

４） 他

　　　　　　　　・8月24日13:00(水)シティーＦＭにて新エコパの紹介をすることが報告された。

　　　　　　      出演、中村さん

　　　　　    ・省エネセミナーをウエルパルくまもとにおいて9/24　13：00～15：00　開催

＜討議事項＞
１）　理事会について

　　　①定例化の提案　　（中村）

　　　　　　a) 場所（カフェ　ソウル） 予算 使用料として2000円/１回　　

        b) 第3金曜日PM7：00～9：00　

　　　　　　c) 議案を間がつくり、中村さんに提案。議事録は間さんが中村会長に相談しつくってい

　　　　　　　　く。　　　　　　

　　　　　　d) 早めに理事には予定をおくる。

        e) 会計月〆報告と、会員参加の月〆報告を毎月する。

　　　②理事の役割分担について

　　　　　理事になった人は理事の責任を果たすこと。  
　　　③エコパHPに理事で担当する「環境１ポイント」（仮題）ブログを作ることの提案　　

　　　　　　・現在使われていない「お知らせページ」を環境１ポイントを書くブログのページにするに

　　　　　　　は内容によっては批判を受ける可能性もあるので、抵抗有りとの意見あり。

　　　　　　・活動予告、活動報告、感想などを書くページであればいいが、すでにトップページにそ

　　　　　　　れができる「Pjck up」 があるので、現在使われていない「お知らせページ」をどう使う

　　　　　　　のか中村さん、岩佐さん、間で検討する。

２）　仮事務局について　　（西原　間）　　　　　＜資料３　準備/間＞
　　　　　①事務局の仕事の一覧を見ながら、分担を話し合い、「仮仮事務局」の仕事を確認した。

　　　　　　　　※事務局の仕事分担は別紙参照
　　　　　②場所、有給事務員を置く「仮の事務局」のメド、本当の事務局のメドについて

　　　　　　　　３年も先のことということではなく、出来るかぎり早くメドをつける。

　　　　　　　　一般社団法人を目指すとの意見あり。　
３）会員の情報管理について　 (西原)
　　　　・これまでの会員には名簿公開の同意をとっていないので、新会員の名簿公開につ

　　　　　いては、以下の手続きでおこなう。

　　　　・10月の参加締め切りを待って、会員全て（個人　団体　企業）に情報を公開し

　　　　　ていいかどうかを尋ねるハガキをだす。

　　　　・公開してもいいという返事のあった会員は、ホームページ上の会員のページで公

　　　　　開することで、エコパはどのような人や団体で構成されているのか見えるように

　　　　　するという効果が期待される。

　　　　・ホームページのアップの方法については、会員自信でアップするシステムを採用

　　　　　するとの意見があったが、検討が必要。
４）23年度予算/事業計画について
　　　　①９月末までに固めることの提案　（西原）

         ・事業をやらなければ、新エコパは存続できないので、事業がやりやすいようにすること
          が重要と確認された。そのためには、仮り払金ではなく、市や県からの補助金が入る前
          に「事業費」として全体会計から部会計に渡すことが確認された。

　　　　    ・９月までに各部会の事業計画と予算の提出をお願いし、企画内容、部の口座などの
          体制が確認できないものについては予算化しないことが確認された。

　　　　　　　（事業計画、予算の集約担当　岩佐康弘さん）

　　　　・市民恊働部会については、これまで話し合いが行われていないので、会計、規則、運営の
      仕方など、会議で決める必要がある。

５）会計処理の簡素化と会費の取り扱いについて　　
　　　・10月に全体の予算規模が見えてくるので、その段階で今年度予算を洗い直し、部費と全
　　　　　体予算との関係等を12月までには話し合う。
　　　　・E部会（まとめ西原）と市民恊働部会（各部会取りまとめ中村）は会計を独立させ口座と会計
      担当をもち、事業費として全体会計から事業実施の前に支払われる。部の責任で管理し、
      報告をおこなう。

　　　　・事務局に必要な消耗品購入費、印刷費なども事前に事務局に渡すか、立て替え払いで処
      理をする。
　６） 新たな規則と規程をつくることの提案　　（西原）
　　　　　　①退会規定　会計規程　人件費規程　等　次回に検討。

　　　　　　　新しいシステムの協議見直し

　　　　　　②E部会は規則（例　会員登録・色々な会費・退会・除名・解散・法令で定められた事項

　　　　　　　　役員会・役員の責務：「辞任・退任」・事務局・会計・予算・決算・監査）等、規程（例　

　　　　　　　　報酬：手当て・謝金・旅費・事務局・会計・その他経費）等早く作る。　　　　
７） 他

　　　　　　①郵送作業や印刷、事務消耗品の購入を、事務所もない中でどのようにやるのか、話し

　　　　　　　合われた。

　　　　　　　とりあえず、事務局の間が消耗品の購入や印刷にあたる。

　　　　　　　郵送作業は、会員が少なければ負担がすくないという意見もあり、会員の入会状況に

　　　　　　　応じて体制をとるということで、今後の検討課題となった。

　　　　　　②手のひらのロゴのなかの文字に「新」を入れる事をデザインしたアイキャッツの方に依

　　　　　　　頼し、できたら、みなさんに配布する。（佐藤さんが依頼）

　　　　　　③ロゴをまって。封筒の団体名を印刷する（担当・間）。リソグラフで印刷するので、とりあ

　　　　　　　えず100枚単位でやってみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
